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（ 2 0 0 9 年 9 月 3 0 日 ）第 1 8 2 1 回 例 会 報 告 司 会 齊藤 孝喜 副ＳＡＡ（会場運営副委員長）

寛容の心で奉仕をしよう

2 0 0 9 - 1 0 年度 国際ロータリーテー

第 3８ 代 ク ラ ブ 会 長 比 留 間 一 康

ロータリーの未来はあなたの手の中に

2 0 0 9 - 1 0 年度 ガバナー 多田 宏

第１８２２回

例 会
次回例会案内 【 10月14日（水） 】

ガバナー 公式訪問リハ ーサ ル

本 日 の 例 会

全員クラブ協議会

１０月は米山月間・職業奉仕月間です。

点 鐘 （ 比留間 一康 会長 ）

会務報告 （ 比留間 一康 会長 ）

来客紹介 （ 比留間 一康 会長 ）

○ゲスト
井上 保 様（卓話講師）

出席報告 （ 宮﨑 茂夫 会場運営委員長 ）

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

35名 27名 81.82％ な し

○出席免除会員
渡辺 俊晴 会員 比留間 昭三 会員

幹事報告 （ 比留間 孝司 幹事 ）

斉 唱 奉仕の理想

○ロータリーフェローズより交流会の案内
・10月17日（土）5:30～
・東京住友クラブ（新宿住友ビル47階）
・会費 ロータリアン 5,000円

申し込み〆切 10月9日（金）

○ＦＲＣ合同例会の案内
・10月27日（火）6:00点鐘
・立川グランドホテル
・1名 5,000円（全員登録でお願いします）
・登録料は10月7日に集金します。

○ロータリー財団地域セミナーハンドブック
が届いています。

○ローターアクトより「山手線ツアー報告書」
を頂きました。

○バギオ基金より2008年度
(2008.7.1.～2009.6.30)報告書を頂きました。

○ロータリーレートの変更
10月より、1ドル90円

○次回例会では、湯茶の準備は省略しますの
でよろしく。

（例会終了後、多摩分区連絡会が立川で開催
され、当クラブがホスト役になっている為）

幹事報告続き…

○例会に出席の際は、西武信用金庫の駐車場
の使用は自粛願います。今後、会員の駐車
場の配分について、整理していきます。

卓 話

「日本のボーイスカウト運動の現況」

講師：（財）ボーイスカウト日本連盟

教育本部コミッショナー 井上 保 様

委員会報告

○(株)リスクマネジメントブレイン
広報部 米山 建一 様

リスク＆クライシスマネジメントに関す
る特別企画講演（社内研修）を承っており
ますので、よろしく。

委員会報告裏面へ続く…



◇ 例 会 場 西 武 信 用 金 庫 ・ 村 山 支 店 ２ 階
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ － １

◇ 例 会 日 毎 週 水 曜 日 １２：３０～１３：３０
◇ クラブ事務局
〒208-0004 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ － １
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◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 比留間 一康 ◎ 幹 事 比留間 孝司
○ 副会長 峯岸 一郎 ○ 副幹事 野島 征
□ 会報雑誌委員長 原田 友義 副委員長 倉内 淳

委 員 高山 晃一 波多野 晃夫 北島 栄

比留間一康会長⇒ボーイスカウト日本連盟の井上保先生、本日の卓話よろしくお願いします。
比留間孝司幹事⇒井上保様、本日の卓話をよろしくお願い申しあげます。

石井源一郎会員⇒井上保さん本日は卓話の講師ありがとうございます。

峯岸一郎会員⇒井上保様本日卓話楽しみにしておりました。たか章受賞おめでとうございます。

◆ 今回計 １２,０００円 累 計５４３,０００円

ニコニコＢＯＸ （ 倉内 淳 親睦委員 ）

卓 話

○第23回世界スカウトジャンボリーの招致活動
2008年韓国済州島で開催された世界スカウト会議において、23ＷＳＪの開催招致国として、我が

国とシンガポールが立候補し、日本の強力な招致活動の結果、山口県山口市、きらら浜での開催が
決定された。招致活動としては、招致支援委員会（会長:御手洗経団連会長、名誉会長:安部元総理）
を設置し、文科省、外務省、国交省にも後援してもらった。また、ロビー活動としては、韓国に10
0名のオブザーバーを送り込んだほか、ボーイスカウト振興国会議員連盟（超党派）のメンバーにも
サポートしてもらった。

2015年に開催される第23回世界スカウトジャンボリーには、世界160の国と地域から、14歳か
ら17歳までのスカウトと18歳以上の成人指導者、合計3万人の参加者が見込まれている。このうち
日本の参加者は約5千人である。

○ボーイスカウト運動
ボーイスカウトは、1907年イギリスのロバート・ベーテン・パウエルによって提唱され、自立心

ある健全な青少年を育てる、世界的教育運動として展開されてきた。1920年には、第1回の国際ジャ
ンボリーがイギリスで開催されている。それから数えて23回目のジャンボリーが、2015年に我が国
で開催されることになっている。

少年たちの好奇心や探究心にこたえる活動を通じて、心身ともにバランスのとれた人格の形成を
目指している。

子どもたちの特性を生かした教育法で、子どもたちがゲームを通じて遊びながら切磋琢磨して、
社会に出る準備をしていく、というのがボーイスカウトの教育法である。

○ボーイスカウトの現況は
ボーイスカウトや子供会に対する社会的なニーズがあるにもかかわらず、残念ながら、スカウト

の加入率は低下してきている。その要因としては、①スカウト活動の閉鎖性、②地域との連携の弱
体化、③保護者（母親）の認知度の低さ等が考えられる。これらの課題に対して、日本連盟として
は、もう一度基本を見直し、組織を立て直して、動きやすい形にしていきたいと考えている。

○ボーイスカウトにご支援を
ロータリアンの皆様には、ボーイスカウト運動の趣旨をご理解いただき、奉仕の精神で財政的な

ご支援をお願いしたい。

ＤＶＤやパワーポイントを駆使して、日本のボーイスカウト運動の現況等について、解説していた
だきました。卓話の要旨（抜粋）は次のとおりです。

「 日 本 の ボ ー イ ス カ ウ ト 運 動 の 現 況 」
講師：（財)ボーイスカウト日本連盟 教育本部コミッショナー 井上 保 様

委員会報告続き…

○財団委員会 網代 雅男 委員
比留間一康会長に、財団委員会からベネファクターの認証状が届いて

おりますので、お渡しします。また、地区大会における集合写真（見本）
が届いております。ご希望の方は、申し込んで下さい（費用は無料）。

○武蔵村山市民まつり実行委員会 峯岸 一郎 委員
デエダラまつりに運行される「デエダラボッチ山車」の提灯広告にご協

力願います。協賛資金は、5,000円です。ご協力いただける方は、本日中に事務局へお願いします。

石井 源一郎 会員
が描いたスケッチ⇒
（季節の花々）が

例会場を飾りました。


